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(57)【要約】
【課題】場所をとらず、通常は液晶表示装置を視認する
ことができず、必要な場合のみ液晶表示装置の表示を視
認することが可能なデザインシート付き液晶表示装置を
提供する。
【解決手段】液晶表示装置１の表面に、液晶表示装置１
が設置されている位置の周囲のデザインと同じデザイン
のデザインシート２が貼られているデザインシート付き
液晶表示装置１００であって、デザインシート２は、液
晶表示装置１の電源がＯＦＦのときには液晶表示装置１
による表示（例えば、図１（ａ）における「Ｗｅｌｃｏ
ｍｅ　ｈｏｍｅ！」等の文字３）を視認することができ
ず、液晶表示装置１の電源がＯＮのときのみ液晶表示装
置１による表示を視認することが可能な透過率を有する
ものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示装置の表面に、前記液晶表示装置が設置されている位置の周囲のデザインと同
じデザインのデザインシートが貼られているデザインシート付き液晶表示装置であって、
　前記デザインシートは、前記液晶表示装置の電源がＯＦＦのときには前記液晶表示装置
による表示を視認することができず、前記液晶表示装置の電源がＯＮのときのみ前記液晶
表示装置による表示を視認することが可能な透過率を有するものである
　ことを特徴とするデザインシート付き液晶表示装置。
【請求項２】
　前記デザインシートの透過率は、０．５％以上１．５％以下である
　ことを特徴とする請求項１記載のデザインシート付き液晶表示装置。
【請求項３】
　前記デザインシートと前記液晶表示装置との間に反射偏光板が配置され、
　前記反射偏光板は、当該反射偏光板の透過軸の方向と前記液晶表示装置の最上部の偏光
板の透過軸の方向が同じになるように配置されている
　ことを特徴とする請求項１記載のデザインシート付き液晶表示装置。
【請求項４】
　前記デザインシートの透過率は、０．５％以上２．５％以下である
　ことを特徴とする請求項３記載のデザインシート付き液晶表示装置。
【請求項５】
　前記デザインシートの材質は、プラスチック、皮、合成皮、木皮、紙のいずれかであり
、前記プラスチックである場合には、ポリプロピレン、アクリル、ポリエチレンテレフタ
レート、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリ塩化ビニルのいずれかである
　ことを特徴とする請求項１から請求項４のうちのいずれか１項記載のデザインシート付
き液晶表示装置。
【請求項６】
　前記液晶表示装置がタッチセンサパネルを備えている
　ことを特徴とする請求項１から請求項５のうちのいずれか１項記載のデザインシート付
き液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置上にデザインシートが貼られたデザインシート付き液晶表示
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、室内の壁やテーブルに、ある表示をさせようとする場合、プロジェクタを室
内の一部やテーブルの下（内部）に配置することが知られている。例えば、特許文献１に
は、テーブル表面（天板）が曇りガラス（白板）になっていて、下からプロジェクタを配
置する映像投射テーブルが開示されている。
【０００３】
　また、例えば特許文献２には、テーブルの下に液晶表示装置を配置し、使うときに表に
出して使用するテーブルが開示されており、特許文献３には、テーブルの下に液晶表示装
置を配置し、テーブル表面（天板）がガラス板になっていて透過させるテーブルが開示さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１１９４０７号公報
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【特許文献２】特開２０１４－５７６７７号公報
【特許文献３】特開２０１５－２１３５２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、例えば特許文献１に示すような従来のテーブルでは、テーブルの下（内
部）にプロジェクタを配置するための空間（場所）を必要とし、全体としてテーブルその
ものを大きくせざるを得ないという課題があった。また、例えば特許文献２に示すような
テーブルでは、液晶表示装置を使用したいときにテーブルからそれを取り出さなければな
らず手間がかかるという課題があった。
【０００６】
　さらに、例えば特許文献３に示すような従来のテーブルでは、テーブル表面（天板）が
ガラス板になっているため、テーブルの下に配置された液晶表示装置を使用しないときで
も液晶表示装置があることがわかってしまうため、インテリアとしてのテーブルの雰囲気
を保つことができないという課題があった。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、場所をとらず、
通常は液晶表示装置を視認することができず、必要な場合のみ液晶表示装置の表示を視認
することが可能なデザインシート付き液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、この発明は、液晶表示装置の表面に、前記液晶表示装置が設
置されている位置の周囲のデザインと同じデザインのデザインシートが貼られているデザ
インシート付き液晶表示装置であって、前記デザインシートは、前記液晶表示装置の電源
がＯＦＦのときには前記液晶表示装置による表示を視認することができず、前記液晶表示
装置の電源がＯＮのときのみ前記液晶表示装置による表示を視認することが可能な透過率
を有するものであることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明のデザインシート付き液晶表示装置によれば、通常は液晶表示装置を視認する
ことができず、必要な場合のみ液晶表示装置の表示を視認することができるので、通常は
壁やテーブルなどの雰囲気を保つことができるとともに、場所をとらずに、表示が必要な
場合のみ液晶表示装置として使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施の形態１におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および構成を示す
概略説明図である。
【図２】実施の形態１におけるデザインシート付き液晶表示装置の着脱方法を示す模式説
明図である。
【図３】実施の形態１における液晶表示装置の内部構造の一例を示す図である。
【図４】図４に示す液晶表示装置の内部構造の別の一例（他の光学構成）を示す図である
。
【図５】実施の形態１の液晶表示装置における、反射偏光板３０の反射軸と透過軸の方向
、および、表面側偏光板２１の吸収軸と透過軸の方向を示す説明図である。
【図６】実施の形態１における液晶表示装置の内部構造のさらに別の一例（さらに他の光
学構成）を示す図である。
【図７】実施の形態２におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観を示す概略斜視図
である。
【図８】実施の形態２におけるデザインシート付き液晶表示装置の構成を示す概略説明図
である。
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【図９】実施の形態２におけるデザインシート付き液晶表示装置の内部構造の一例を示す
図である。
【図１０】実施の形態２におけるデザインシート付き液晶表示装置の表示の一例を示す図
である。
【図１１】実施の形態２におけるデザインシート付き液晶表示装置の表示の別の一例を示
す図である。
【図１２】実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示の一
例を示す図である。
【図１３】実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表示装置の構成を示す概略説明
図である。
【図１４】実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示の別
の一例を示す図である。
【図１５】実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示のさ
らに別の一例を示す図である。
【図１６】実施の形態４におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示の一
例を示す図である。
【図１７】実施の形態４におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示の別
の一例を示す図である。
【図１８】実施の形態５におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示の一
例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　この発明のデザインシート付き液晶表示装置は、液晶表示装置の表面に、その液晶表示
装置が設置されている位置の周囲のデザインと同じデザインのデザインシートが貼られて
いるものであり、壁やテーブル等、様々な場所で用いられるものである。
　以下、この発明の実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１２】
実施の形態１．
　図１は、実施の形態１におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および構成を示
す概略説明図である。この実施の形態１では、液晶表示装置１は部屋などの壁に埋め込ま
れるように設置されるものとし、液晶表示装置１が設置されている位置の周囲の壁のデザ
インと同じボード柄のデザインシート２が貼られているデザインシート付き液晶表示装置
１００を例に説明する。
【００１３】
　図１（ａ）は、このデザインシート付き液晶表示装置１００が設置されている壁を正面
から見た図であり、図１（ｂ）は、図１（ａ）を右側から見た側面（断面）図、図１（ｃ
）は、図１（ａ）を下側から見た底面（断面）図である。
　また、図２は、実施の形態１におけるデザインシート付き液晶表示装置１００の着脱方
法を示す模式説明図である。
【００１４】
　液晶表示装置１は壁の内側に埋め込まれた状態で設置されており、例えば図１（ｂ）、
図１（ｃ）および図２に示すように、壁側には液晶表示装置１を囲む大きさの木枠４と、
その木枠４に取り付けられた磁石５が設置されており、液晶表示装置１側には鉄枠６が取
り付けられている。そして、液晶表示装置１に取り付けられた鉄枠６と、壁側の木枠４に
取り付けられた磁石５とが磁力によって接合することによって、液晶表示装置１が壁の内
側に固定され、着脱も可能となる。
【００１５】
　また、この実施の形態では、壁の表面に貼付されたデザインシート２と液晶表示装置１
との間には透明ガラス基板７が配置されている。すなわち、液晶表示装置１の表示表面側
には、液晶表示装置１が設置されている位置の周囲のデザインと同じボード柄のデザイン
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シート２が貼られた透明ガラス基板７が配置されている。
【００１６】
　液晶表示装置１は、例えば図３に示すような、一般的な液晶表示装置と同様の構造であ
るため、ここでは詳細な説明を省略する。図３は、実施の形態１における液晶表示装置の
内部構造の一例を示す図である。図３に示すとおり、液晶表示装置１は、表面から、表面
側偏光板２１、表面側位相差板２２、カラーフィルタ１２が付いた表面側ガラス基板２３
が配置され、液晶層１０を挟んで、ＴＦＴ素子１４が付いた裏面側ガラス基板２４、裏面
側位相差板２５、裏面側偏光板２６、導光板２７、反射フィルム２８から構成されている
。
【００１７】
　また、液晶層１０は、シール材１１で囲われており、カラーフィルタ１２に接続される
共通電極１３、ＴＦＴ素子１４に接続される画素電極１５、および、液晶１６により構成
されている。
　そして、液晶表示装置１の光源は白色ＬＥＤ２９で、液晶表示装置１の電源がＯＮのと
きには、白色ＬＥＤ２９を点灯させ、導光板２７を介して液晶表示装置１に光を透過させ
ている。また、液晶表示装置１の電源がＯＦＦのとき（液晶表示装置１が動作しないとき
）には、白色ＬＥＤ２９は消灯している。この液晶表示装置１の白色輝度は５００ｃｄ（
カンデラ）／ｍ２である。
【００１８】
　また、デザインシート２は、液晶表示装置１の電源がＯＦＦのときには液晶表示装置１
による表示（例えば、図１（ａ）における「Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｈｏｍｅ！」等の文字３）
を視認することができず、液晶表示装置１の電源がＯＮのときのみ液晶表示装置１による
表示を視認することが可能な透過率を有するものである。
【００１９】
　このデザインシート２の材質は、プラスチック、皮、合成皮、木皮、紙（和紙）など、
様々なものが考えられるが、プラスチック、皮、合成皮、木皮、紙のいずれかであれば、
その厚みを０．１ｍｍ以下に調整することにより、透過率を０．５％以上１．５％以下（
約１％）にすることができる。また、プラスチックである場合には、ポリプロピレン（Ｐ
Ｐ）、アクリル（ＰＭＭＡ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリスチレン（
ＰＳ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）のいずれかであることが
望ましい。
【００２０】
　そして、デザインシート２の厚みを０．１ｍｍ、透過率を１．０％に調整すれば、５０
０ｃｄ／ｍ２の液晶表示装置１の輝度は、デザインシート２越しに見ると５ｃｄ／ｍ２に
なるが、例えば２００ｌｕｘ（ルクス）以下の明るさの部屋であれば、液晶表示装置１に
表示された文字等をデザインシート２越しでも十分認識することができる。なお、労働安
全衛生法では、精密作業時には３００ｌｕｘ以上の明るさが必要であるとされているが、
普通の作業では１５０ｌｕｘ以上、雑な作業であれば７０ｌｕｘ以上の明るさであればよ
いと規定されているので、通常の明るさであれば十分認識することができると言える。
【００２１】
　すなわち、通常の明るさであれば、デザインシート２の透過率を、０．５％以上１．５
％以下に調整することにより、通常は液晶表示装置１を視認することができず、必要な場
合のみ液晶表示装置１の表示を視認することができる。
【００２２】
　このようなデザインシート２が貼られているデザインシート付き液晶表示装置１００に
よれば、通常は液晶表示装置１を視認することができず、必要な場合のみ液晶表示装置１
の表示を視認することができるので、通常は壁などの雰囲気を保つことができるとともに
、場所をとらずに、表示が必要な場合のみ液晶表示装置として使用することができる。
【００２３】
　図４は、実施の形態１における液晶表示装置の内部構造の別の一例（他の光学構成）を
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示す図である。図４に示す液晶表示装置１Ａは、図３に示す液晶表示装置１に比べると、
液晶表示装置１とデザインシート２との間に反射偏光板３０が配置された構成になってい
る。
【００２４】
　デザインシート２の透過率を上げるためにデザインシート２の厚みを薄くすると、液晶
表示装置１の電源がＯＦＦのときにも、外光が強いときにはデザインシート２が透けて、
その下の消灯した液晶表示装置１の表面が黒く見えてしまうが、この反射偏光板３０を配
置することにより、そのような現象を防止することができる。これは、反射偏光板３０の
反射軸成分の反射により、あたかもデザインシート２の厚みが２倍になったのと同じ働き
となるからである。
【００２５】
　この際、反射偏光板３０の透過軸の方向と液晶表示装置の最上部の表面側偏光板２１の
透過軸の方向が同じになるように配置されている。図５は、図４に示す液晶表示装置１Ａ
における、反射偏光板３０の反射軸と透過軸の方向、および、表面側偏光板２１の吸収軸
と透過軸の方向を示す説明図である。この図５に示すように、反射偏光板３０の反射軸と
表面側偏光板２１の吸収軸が同じ方向になるように、反射偏光板３０の透過軸と表面側偏
光板２１の透過軸が同じ方向になるように配置する。
【００２６】
　このように、反射偏光板３０の反射軸と表面側偏光板２１の吸収軸を同じ方向にするこ
とにより、上から来た光、すなわち、外光などは上向きに反射されるため、半分鏡のよう
な状態になり、あたかも壁のデザインシート２が２倍の厚さになったような状態となる。
これにより、外光が強い場合であっても、デザインシート２が透けて、その下の消灯した
液晶表示装置１の表面が見えてしまうことがなくなるという効果がある。
【００２７】
　また、反射偏光板３０の透過軸と表面側偏光板２１の透過軸を同じ方向にすることによ
り、下から来た光、すなわち、液晶表示装置１Ａの電源がＯＮされた場合の表示性能（透
過性能）については、反射偏光板３０が設置されていない図３に示す液晶表示装置１とほ
ぼ同じにすることができる。
【００２８】
　これにより、デザインシート２の厚みが同じであれば、透過率も同じであるが、液晶表
示装置の電源がＯＦＦの場合には外光が強いときにもデザインシート２の下の液晶表示装
置を確実に視認できないようにすることができる。また、同じ材質のデザインシート２で
あれば、厚みを半分にすれば透過率が２倍（約２％）になり、より表示が明るくなるので
、液晶表示装置１Ａによる表示の視認性を上げることができる。このように、厚みと透過
率とを調整することにより、視認性を調節することが可能となる。すなわち、このような
構成の液晶表示装置１Ａの場合には、デザインシート２の透過率は、０．５％以上２．５
％以下であればよいことになる。
【００２９】
　また、図６は、実施の形態１における液晶表示装置の内部構造のさらに別の一例（さら
に他の光学構成）を示す図である。図６（ａ）に示す液晶表示装置１Ｂおよび図６（ｂ）
に示す液晶表示装置１Ｃは、図４に示す液晶表示装置１Ａに比べると、さらに静電容量タ
ッチセンサパネル３１を備えている。なお、この図６では、図４に示す液晶表示装置１Ａ
に静電容量タッチセンサパネル３１をさらに備えるものとしたが、図３に示す液晶表示装
置１に静電容量タッチセンサパネル３１をさらに備えたものとしてもよい。なお、ここで
は静電容量タッチセンサパネルとして説明するが、タッチセンサの検出方式としては静電
容量式に限らないことは言うまでもない。
【００３０】
　ここで、図６（ａ）は、図４に示す反射偏光板３０と壁のデザインシート２との間にさ
らに静電容量タッチセンサパネル３１が配置された例、図６（ｂ）は、図４に示す反射偏
光板３０と表面側偏光板２１との間に静電容量タッチセンサパネル３１が配置された例を
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示している。この静電容量タッチセンサパネル３１の位置としては、表面側偏光板２１と
表面側位相差板２２の間や、表面側位相差板２２と表面側ガラス基板２３の間であっても
構わないが、図６（ａ）または図６（ｂ）に示した位置に配置した方が、タッチセンサと
しての感度がよいので、望ましい。
【００３１】
　このように、液晶表示装置がタッチセンサパネルを備えるようにしたことにより、液晶
表示装置の電源のＯＮ／ＯＦＦ操作や、液晶表示装置に表示された表示物の操作を、簡単
なタッチ操作により行うことができ、より簡単で便利な使い方が可能となる。
　なお、タッチセンサパネルを備えていない液晶表示装置の場合には、液晶表示装置の電
源をＯＮ／ＯＦＦするためのスイッチ等（図示せず）をユーザが使用しやすい位置に備え
ているものとする。
【００３２】
　以上のように、この実施の形態１のデザインシート付き液晶表示装置によれば、通常は
液晶表示装置を視認することができず、必要な場合のみ液晶表示装置の表示を視認するこ
とができるので、住宅の壁、オフィスの会議室の壁、住宅展示場における建物の壁、展示
会の壁など、通常はその建物の壁としての雰囲気を保つことができるとともに、場所をと
らずに、表示が必要な場合のみ液晶表示装置として使用することができる。
【００３３】
実施の形態２．
　図７は、実施の形態２におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観を示す概略斜視
図である。また、図８は、実施の形態２におけるデザインシート付き液晶表示装置の構成
を示す概略説明図であり、図７における一点鎖線Ａ－Ａ’における断面を図の手前方向か
ら見た断面図である。
【００３４】
　この実施の形態２におけるデザインシート付き液晶表示装置２００は、液晶表示装置１
Ｄの表面に、液晶表示装置１Ｄが設置されている位置の周囲のデザインと同じデザインの
デザインシート２が貼られている点では実施の形態１におけるデザインシート付き液晶表
示装置１００と同じであるが、この実施の形態２では、液晶表示装置１Ｄはテーブルや机
などに埋め込まれるように設置されるものとし、液晶表示装置１Ｄが設置されている位置
の周囲のテーブルのデザインと同じ柄のデザインシート２が貼られているものとする。な
お、実施の形態１で説明したものと同様の構成には、同一の符号を付して重複した説明を
省略する。
【００３５】
　液晶表示装置１Ｄはテーブルの内部に埋め込まれた状態で設置されており、例えば図８
に示すように、テーブル側には液晶表示装置１Ｄを囲む大きさの金属製の天板８が設置さ
れており、液晶表示装置１Ｄには磁石９が取り付けられている。すなわち、テーブルのフ
レームのほとんどが金属製の天板８でできている。そして、液晶表示装置１Ｄに取り付け
られた磁石９と、テーブル側の天板８とが磁力によって接合することによって、液晶表示
装置１Ｄがテーブルの内側に固定され、着脱も可能である。
【００３６】
　また、この実施の形態では、テーブルの表面に貼付されたデザインシート２と液晶表示
装置１Ｄとの間には強化ガラス天板１８が配置されている。すなわち、液晶表示装置１Ｄ
の表示表面側には、液晶表示装置１Ｄが設置されている位置の周囲のデザインと同じ柄の
デザインシート２が貼られた強化ガラス天板１８が配置されている。
【００３７】
　図９は、実施の形態２における液晶表示装置１Ｄの内部構造の一例を示す図である。こ
の液晶表示装置１Ｄは、例えば図９に示すような、一般的な液晶表示装置と同様の構造で
あるため、ここでは詳細な説明を省略するが、図９に示すとおり、この液晶表示装置１Ｄ
は、表面にタッチセンサパネル３１を備え、表面側偏光板２１、カラーフィルタ１２が付
いた表面側ガラス基板２３が配置され、液晶層１０を挟んで、ＴＦＴ素子１４が付いた裏
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面側ガラス基板２４、裏面側偏光板２６、導光板２７、および、その全体を保持するパネ
ルケース３２から構成されている。
【００３８】
　また、液晶層１０は、シール材１１で囲われており、カラーフィルタ１２に接続される
共通電極１３、ＴＦＴ素子１４に接続される画素電極１５、および、液晶１６により構成
されている。
　そして、液晶表示装置１Ｄの光源は白色ＬＥＤ２９で、液晶表示装置１Ｄの電源がＯＮ
のときには、白色ＬＥＤ２９を点灯させ、導光板２７を介して液晶表示装置１Ｄに光を透
過させている。また、液晶表示装置１Ｄの電源がＯＦＦのとき（液晶表示装置１Ｄが動作
しないとき）には、白色ＬＥＤ２９は消灯している。この液晶表示装置１Ｄの白色輝度は
５００ｃｄ（カンデラ）／ｍ２である。
【００３９】
　図１０は、実施の形態２におけるデザインシート付き液晶表示装置の表示の一例を示す
図である。この図１０に示す例では、テーブルには、人が座る位置に対応するそれぞれの
位置に液晶表示装置１Ｄが配置されており、また、人が座る位置ごとに人感センサ４０が
取り付けられている。これにより、人が座った位置の前にある液晶表示装置のスイッチが
ＯＮになり、人が座った位置のみ液晶表示装置の表示が視認できる状態になる。
【００４０】
　この結果、テーブルの前に人が座っていなければ、図１０（ａ）に示すとおり、テーブ
ルはデザインシート２そのままの雰囲気（テーブルなどのインテリアとしての雰囲気）を
保っていて、液晶表示装置１Ｄを視認することができないが、図１０（ｂ）のように人４
１が座ると、その人４１の前の液晶表示装置１Ｄの電源がＯＮになり、液晶表示装置１Ｄ
による表示を視認することが可能となる。
【００４１】
　図１１は、実施の形態２におけるデザインシート付き液晶表示装置の表示の別の一例を
示す図である。この図１１に示す例では、テーブルには、１つの大きな液晶表示装置が配
置されており、また、図１０に示すような人感センサは取り付けられておらず、電源スイ
ッチ（図示せず）が取り付けられているものとする。なお、図１１においても、人感セン
サが取り付けられていてもよいことは言うまでもない。また、実施の形態１で説明したの
と同様に、タッチセンサパネルも備えるようにして、人がテーブルの表面を触ると電源が
入るようにしてもよい。
【００４２】
　そして、テーブルの前に人が座っていなければ、図１１（ａ）に示すとおり、テーブル
はデザインシート２そのままの雰囲気を保っていて、液晶表示装置１Ｄを視認することが
できない点は、図１０（ａ）と同じである。また、図１１（ｂ）のように人がどこかに座
り電源スイッチをＯＮすると、または、人がどこかに座ることにより液晶表示装置１Ｄの
電源がＯＮになると、液晶表示装置１Ｄによる表示を視認することが可能となる。
【００４３】
　なお、デザインシート２については、実施の形態１と同様、液晶表示装置１Ｄの電源が
ＯＦＦのときには液晶表示装置１Ｄによる表示を視認することができず、液晶表示装置１
Ｄの電源がＯＮのときのみ液晶表示装置１Ｄによる表示を視認することが可能な透過率を
有するものであればよい。
【００４４】
　以上のように、この実施の形態２のデザインシート付き液晶表示装置によれば、実施の
形態１と同様に、通常は液晶表示装置を視認することができず、必要な場合のみ液晶表示
装置の表示を視認することができるので、通常はテーブルなどのインテリアとしての雰囲
気を保つことができるとともに、場所をとらずに、表示が必要な場合のみ液晶表示装置と
して使用することができる。
【００４５】
実施の形態３．
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　図１２は、実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示の
一例を示す図である。また、図１３は、実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表
示装置の構成を示す概略説明図であり、図１２における引き出しの前板部分を底面方向か
ら見た断面図である。
【００４６】
　この実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表示装置３００は、液晶表示装置１
Ｅの表面に、液晶表示装置１Ｅが設置されている位置の周囲のデザインと同じデザインの
デザインシート２が貼られている点では実施の形態１，２におけるデザインシート付き液
晶表示装置１００，２００と同じであるが、この実施の形態３では、液晶表示装置１Ｅは
タンスの引き出しの前板部分に埋め込まれるように設置されるものとし、液晶表示装置１
Ｅが設置されている位置の周囲のデザイン、すなわち、タンスのデザインと同じ柄（例え
ば木目調の柄）のデザインシート２が貼られているものとする。なお、実施の形態１，２
で説明したものと同様の構成には、同一の符号を付して重複した説明を省略する。
【００４７】
　液晶表示装置１Ｅは引き出しの前板部分に埋め込まれた状態で設置されており、例えば
図１３に示すように、引き出しの前板部分は液晶表示装置１Ｅを囲む大きさの木製フレー
ム３７となっており、その木製フレーム３７に鉄枠３８が釘３９で固定されている。また
、液晶表示装置１Ｅには磁石９が取り付けられている。そして、液晶表示装置１Ｅに取り
付けられた磁石９と、引き出しの前板部分の木製フレーム３７に固定された鉄枠３８とが
磁力によって接合することによって、液晶表示装置１Ｅが引き出しの前板部分に固定され
、着脱も可能である。
【００４８】
　また、この実施の形態では、タンスの引き出しの前板部分に貼付されたデザインシート
２と液晶表示装置１Ｅとの間には強化ガラス板３６が配置されている。すなわち、液晶表
示装置１Ｅの表示表面側には、液晶表示装置１Ｅが設置されている位置の周囲のデザイン
と同じ木目調の柄のデザインシート２が貼られた強化ガラス板３６が配置されている。
【００４９】
　なお、液晶表示装置１Ｅの構造としては、実施の形態１，２で示したのと同様に、一般
的な液晶表示装置の構造のものでよいので、ここでは図示および説明を省略する。
　そして、この実施の形態においても、例えば液晶表示装置１Ｅがタッチセンサパネル３
１も備えているようにすることにより、引き出しの前板部分をタッチすれば、図１２（ｂ
）に示すように、その引き出しに何が入っているかという文字３などを表示してくれるよ
うにすることができる。
【００５０】
　すなわち、通常は、図１２（ａ）に示すとおり、タンスはデザインシート２そのままの
雰囲気（タンスのインテリアとしての木目調の落ち着いた雰囲気）を保っていて、液晶表
示装置１Ｅを視認することができないが、引き出しの中身を確認したいときなどには、人
がタッチしたり電源をＯＮすることにより、図１２（ｂ）に示すように、タンスの引き出
しの前板部分に設置された液晶表示装置１Ｅによる表示（文字３など）を視認することが
可能となる。
【００５１】
　図１４は、実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示の
別の一例を示す図である。この図１４に示す例は、タンスではなくパーツ収納棚である。
一般的に、パーツ収納棚には同じような部品を収納してあるため、部品を探すのにいくつ
も引き出しを開けて確認する必要があるが、それを防ぐために半透明のボックスを使用す
ると、殺伐とした雰囲気になってしまうことが多い。
【００５２】
　しかし、この実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表示装置を引き出しの前板
部分に備えるようにすることにより、パーツ収納棚であっても殺伐とした雰囲気にならず
、通常は、図１４（ａ）に示すとおり、インテリアとしてのデザインシート２そのままの
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雰囲気を保っていて、液晶表示装置１Ｅを視認することができない。また、人が引き出し
の前板部分をタッチしたり電源をＯＮすることにより、図１４（ｂ）に示すように、パー
ツ収納棚の引き出しの前板部分に設置された液晶表示装置１Ｅによる表示を視認すること
が可能となり、どの部品がどの引き出しに収納されているのかを確認することができるよ
うになる。
【００５３】
　図１５は、実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示の
さらに別の一例を示す図である。この図１５に示す例は、タンスやパーツ収納棚ではなく
、システムキッチンである。近年では、システムキッチンもオシャレな雰囲気のものが多
く、どこに何が入っているかはわからないことが多い。また、他人の家庭など、普段使い
慣れていないキッチンでは、調理器具や食器などがどこに収納されているかを探すのに時
間がかかるという問題もある。
【００５４】
　しかし、この実施の形態３におけるデザインシート付き液晶表示装置を引き出しの前板
部分に備えるようにすることにより、通常は、図１５（ａ）に示すとおり、システムキッ
チンのインテリアとしてのデザインシート２そのままの雰囲気を保っていて、液晶表示装
置１Ｅを視認することができない。また、人が引き出しの前板部分をタッチしたり電源を
ＯＮすることにより、図１５（ｂ）に示すように、引き出しの前板部分に設置された液晶
表示装置１Ｅによる表示を視認することが可能となり、調理器具や食器などがどの引き出
しに収納されているのかを確認することができるようになる。
【００５５】
　なお、デザインシート２については、実施の形態１，２と同様、液晶表示装置１Ｅの電
源がＯＦＦのときには液晶表示装置１Ｅによる表示を視認することができず、液晶表示装
置１の電源がＯＮのときのみ液晶表示装置１Ｅによる表示を視認することが可能な透過率
を有するものであればよい。
【００５６】
　以上のように、この実施の形態３のデザインシート付き液晶表示装置によれば、実施の
形態１，２と同様に、通常は液晶表示装置を視認することができず、必要な場合のみ液晶
表示装置の表示を視認することができるので、通常はタンスやシステムキッチンなどのイ
ンテリアとしての雰囲気を保つことができるとともに、場所をとらずに、表示が必要な場
合のみ液晶表示装置として使用することができる。
【００５７】
実施の形態４．
　図１６は、実施の形態４におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示の
一例を示す図である。また、図１７は、実施の形態４におけるデザインシート付き液晶表
示装置の外観および表示の別の一例を示す図である。ここでは、冷蔵庫と洗濯機を例に説
明する。
【００５８】
　この実施の形態４におけるデザインシート付き液晶表示装置４００は、液晶表示装置１
Ｆの表面に、液晶表示装置１Ｆが設置されている位置の周囲のデザインと同じデザインの
デザインシート２が貼られている点では実施の形態１～３におけるデザインシート付き液
晶表示装置１００，２００，３００と同じであり、液晶表示装置１Ｆが設置されている位
置の周囲のデザイン、すなわち、冷蔵庫や洗濯機のデザインと同じ柄のデザインシート２
が貼られているものとするが、この実施の形態４では、液晶表示装置１Ｆは冷蔵庫や洗濯
機の前面部分に埋め込まれるように設置されるものとし、基本的に着脱することは想定し
ていない。なお、実施の形態１～３で説明したものと同様の構成には、同一の符号を付し
て重複した説明を省略する。
【００５９】
　一般的な白物家電においては、その表面にデザインシート２は貼られていないが、最近
では、デザインを重視したオシャレな家電も増えているが、せっかくオシャレなデザイン
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の冷蔵庫や洗濯機を購入しても、液晶表示装置がそのオシャレな雰囲気を壊してしまうと
いう問題がある。
【００６０】
　しかし、この実施の形態４におけるデザインシート付き液晶表示装置を冷蔵庫や洗濯機
の前面部分に備えるようにすることにより、通常はオシャレな雰囲気を壊すことはなく、
例えば冷蔵庫であれば、図１６（ａ）に示すとおり、インテリアとしてのデザインシート
２そのままの雰囲気を保っていて、液晶表示装置１Ｆを視認することができない。また、
人が冷蔵庫の扉部分（前面部分）をタッチしたり電源をＯＮすることにより、図１６（ｂ
）に示すように、冷蔵庫の前面部分に設置された液晶表示装置１Ｆによる表示を視認する
ことが可能となり、どのような食材が収納されているのかを確認することができるように
なる。
【００６１】
　また、例えば洗濯機であれば、通常は、図１７（ａ）に示すとおり、インテリアとして
のデザインシート２そのままの雰囲気を保っていて、液晶表示装置１Ｆを視認することが
できない。また、洗濯機の電源をＯＮすることにより、すなわち、洗濯を開始すると、図
１７（ｂ）～（ｄ）に示すように、洗濯機の前面部分に設置された液晶表示装置１Ｆによ
る表示を視認することが可能となり、現在どの工程（水を溜めている最中、洗い中、すす
ぎ中、乾燥中などの工程）なのかを、遠くからでも確認することができるようになる。
【００６２】
　なお、デザインシート２については、実施の形態１～３と同様、液晶表示装置１Ｆの電
源がＯＦＦのときには液晶表示装置１Ｆによる表示を視認することができず、液晶表示装
置１Ｆの電源がＯＮのときのみ液晶表示装置１Ｆによる表示を視認することが可能な透過
率を有するものであればよい。
【００６３】
　以上のように、この実施の形態４のデザインシート付き液晶表示装置によれば、実施の
形態１～３と同様に、通常は液晶表示装置を視認することができず、必要な場合のみ液晶
表示装置の表示を視認することができるので、通常は冷蔵庫や洗濯機などのオシャレな家
電（インテリア）としての雰囲気を保つことができるとともに、場所をとらずに、表示が
必要な場合のみ液晶表示装置として使用することができる。
【００６４】
実施の形態５．
　図１８は、実施の形態５におけるデザインシート付き液晶表示装置の外観および表示の
一例を示す図である。この実施の形態５におけるデザインシート付き液晶表示装置５００
は、液晶表示装置１Ｇの表面に、液晶表示装置１Ｇが設置されている位置の周囲のデザイ
ンと同じデザインのデザインシート２が貼られている点では実施の形態１～４におけるデ
ザインシート付き液晶表示装置１００，２００，３００，４００と同じであり、液晶表示
装置１Ｇが設置されている位置の周囲のデザインと同じ柄のデザインシート２が貼られて
いるものとする。
【００６５】
　この実施の形態５では、液晶表示装置１Ｇはスマートフォンの本体そのものとし、デザ
インシート２はスマートフォンのカバー（以下「スマホカバー」と言う。）とする。すな
わち、スマートフォンの本体とスマホカバーとにより、デザインシート付き液晶表示装置
５００が形成される。なお、実施の形態１～４で説明したものと同様の構成には、同一の
符号を付して重複した説明を省略する。
【００６６】
　図１８（ａ）に示すように、通常、スマートフォンを使用する場合、スマホカバーに入
れて使用している人も多い。この場合、スマートフォンをカバンの中やポケットの中に入
れているときや、スマートフォンの表示を見る必要がない場合には、図１８（ｂ）に示す
ように、スマホカバーを閉じている。しかし、図１８（ａ）に示すようにスマホカバーを
開かなくても、図１８（ｃ）のようにスマホカバーを閉じたままでスマートフォンの表示
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を見ることができれば便利である。
【００６７】
　この場合、スマホカバーであるデザインシート２の材質としては、樹脂などのプラスチ
ックが適しており、デザインシート２を閉じたまま、スマートフォン本体である液晶表示
装置１Ｇにタッチすれば、図１８（ｃ）のように、スマホカバーであるデザインシート２
を閉じたまま液晶表示装置１Ｇの表示を視認することができるようになる。
【００６８】
　なお、デザインシート２については、実施の形態１～４と同様、液晶表示装置１Ｆの電
源がＯＦＦのときには液晶表示装置１Ｆによる表示を視認することができず、液晶表示装
置１Ｆの電源がＯＮのときのみ液晶表示装置１Ｆによる表示を視認することが可能な透過
率を有するものであればよい。
【００６９】
　以上のように、この実施の形態５のデザインシート付き液晶表示装置によれば、実施の
形態１～４と同様に、通常は液晶表示装置を視認することができず、スマホカバーを閉じ
たままでも必要な場合のみ液晶表示装置の表示を視認することができるので、通常はスマ
ホカバーのデザインの雰囲気を保つことができるとともに、スマホカバーを開く場所をと
らずに、表示が必要な場合のみ液晶表示装置として使用することができる。
【００７０】
　なお、本願発明はその発明の範囲内において、各実施の形態の自由な組み合わせ、ある
いは各実施の形態の任意の構成要素の変形、もしくは各実施の形態において任意の構成要
素の省略が可能である。
【符号の説明】
【００７１】
１，１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ，１Ｅ，１Ｆ，１Ｇ　液晶表示装置
２　デザインシート
３　文字（液晶表示装置による表示）
４　木枠
５　磁石
６　鉄枠
７　透明ガラス基板
８　金属製の天板
９　磁石
１０　液晶層
１１　シール材
１２　カラーフィルタ
１３　共通電極
１４　ＴＦＴ素子
１５　画素電極
１６　液晶
１８　強化ガラス天板
２１　表面側偏光板
２２　表面側位相差板
２３　表面側ガラス基板
２４　裏面側ガラス基板
２５　裏面側位相差板
２６　裏面側偏光板
２７　導光板
２８　反射フィルム
２９　白色ＬＥＤ
３０　反射偏光板
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３１　タッチセンサパネル
３２　パネルケース
３６　強化ガラス板
３７　木枠
３８　鉄枠
３９　釘
４０　人感センサ
４１　人
１００，２００，３００，４００，５００　デザインシート付き液晶表示装置

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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